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プロジェクトの目的
鹿児島を代表する民俗学者である下野敏見（1929年－2022年）は多くの蔵書や民俗資料を遺した。ここではそれらを

「下野コレクション」と呼称する。下野コレクションは西之表市の種子島開発総合センター（鉄砲館）に収められているが、
充分な整理は行われておらず、ほとんど活用されていない。

また下野は高校教員時代に県内各地に赴任し、生徒とともに郷土の歴史や文化に関して調査・研究を行っていた。鹿児島県立種子島高等学校（鹿児島県立
種子島実業高等学校と合併前のいわゆる旧種子島高校）在職中も同校に郷土研究部を作り、その活動の成果は『種子島研究』という冊子（全24号＋別巻1号）
にまとめられた。しかし、西之表市立図書館にも全号が納められているわけではなく、現在の種子島高校にも完全な形では保管されておらず、散逸しているの
が現状である。

以上のような状況を踏まえ、下野の貴重な遺産を継承し、活用していく取り組みが重要であると考えている。そこで、その端緒として『種子島研究』につい
て探索を行い、整理し、電子アーカイヴ化した上で、学校等における教材として活用することを目的とする。

プロジェクトにおける主な活動
2023年９月６日～７日 西之表市立図書館における『種子島研究』蔵書状況の調査
2023年９月15日～17日 鹿児島県立図書館における『種子島研究』蔵書状況の調査
2023年12月2日～4日 種子島における『種子島研究』執筆者の聞き取り調査①
2023年12月16日～18日 種子島における『種子島研究』執筆者の聞き取り調査②
2024年2月3日～5日 種子島における『種子島研究』執筆者の聞き取り調査③
2024年３月３日 「鹿児島の近現代」研究教育センター主催トークイベント
「＃鹿児島と女性」第3回「鹿児島の女性と教育」（西之表市民会館）において報告

プロジェクトの計画
①冊子『種子島研究』の所在を確認する
②その通巻の内容を整理する（総目次の作成）
③可能な限り当時の執筆者を訪ねヒアリング調査を行う
④その内容の電子化を進めアーカイヴする
⑤このアーカイヴを活用するために必要な法的処理（権利関係）の整理を行う
⑥実際に学校教育にこれを活用する
⑦将来的には種子島の地域活性化に資する活用の提案を行う
👉2023年度は①～③について重点的に実施

プロジェクトの成果
本年度の最大の成果は『種子島研究』総目次の作成と冊子化（主として上記の①および③に係る成果）である。これは、

『種子島研究』の所在（すなわち図書館等における収蔵状況および冊子そのもののコンディションの把握）を踏まえ、
後々『種子島研究』を活用する場合のポータルとなり得るものである。『種子島研究』全巻について総目次の作成し、こ
れを冊子化（A4判70頁・80部）し、関係各所への配布も行った。

また、本年度の成果（①～③の全てに関わる内容）として研究ノートの執筆（『鹿児島大学 総合教育機構 紀要 第７号
に掲載』）および種子島において実施した「鹿児島の近現代」教育研究センター主催トークイベント「＃鹿児島と女性」
第３回「鹿児島の女性と教育」において、トークイベントのテーマと関連させてプロジェクトの成果報告を行った。
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